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日本の素材産業を代表する「機能性フィルム」 

『産業を支える機能性フィルム 第 2版』発行 

その多岐にわたる各分野の最新情報を紹介！ 

インプレスグループで電子出版事業を手がける株式会社インプレス R&Dは、『産業を支える機能性フィルム 第 2

版』（編者：機能性フィルム研究会）を発行いたします。 

『産業を支える機能性フィルム 第2版』 
https://nextpublishing.jp/isbn/9784844378488 

編者：機能性フィルム研究会 
小売希望価格：電子書籍版 2200円（税別）／印刷書籍版 2800円（税別） 
電子書籍版フォーマット:EPUB3／Kindle Format8 
印刷書籍版仕様：A5判／モノクロ／本文314ページ 
ISBN：978-4-8443-7848-8 
発行：インプレスR&D 

＜＜発行主旨・内容紹介＞＞ 

機能性フィルムとは、基材となるプラスチックフィルムなどに様々な機能を持つ材料を、コーティング、プリンティン

グ、真空蒸着やスパッタリング、表面処理などで付加して、新たな機能や付加価値を付けたものです。 

その応用分野は、スマホやタブレットなどの電子機器から、自動車、エネルギー、包装材料、医薬用や食品包装ま

で多岐にわたっています。 

本書では、多種多様な機能性フィルムの特徴や加工法、市場動向など、この分野のハイテク材料の技術動向の最

新情報をわかりやすくまとめています。機能性フィルムの現状と市場動向、将来の技術動向などを知りたい方、商品

開発のヒントにしたい方、どんな会社がどんな製品をつくっているのかを知りたい方に最適の 1冊です。 

（本書は、次世代出版メソッド「NextPublishing」を使用し、出版されています。） 

https://nextpublishing.jp/
https://nextpublishing.jp/isbn/%E2%97%8F%E2%97%8F%E2%97%8F%E2%97%8F
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＜＜編者紹介＞＞ 

機能性フィルム研究会 

2000年 5月に創設され、発起人会 5社による研究会の活動方針などの調査期間を経て 2003年 18社により活動を

開始した異業種交流会。 

会員には、フィルムなどの基材メーカー、総合化学メーカー、エレクトロニクスメーカー、印刷メーカー、機能性素材

メーカー、コンバーティング（受託加工）メーカー、コンバーティングに関わる各種装置・測定器メーカー、調査会社、

商社、展示会等運営会社など民間企業の他、大学、官庁などの公的機関に所属される研究者、技術者、並びに長年

研究会活動、運営に携わってこられた方々が参画され、会員数は 159社となっている。 

（会員数は 2020年4月1日現在） 

 

＜＜販売ストア＞＞ 

電子書籍： 

 Amazon Kindleストア、楽天koboイーブックストア、Apple Books、紀伊國屋書店 Kinoppy、Google Play Store、 

 honto電子書籍ストア、Sony Reader Store、BookLive!、BOOK☆WALKER 

印刷書籍： 

 Amazon.co.jp、三省堂書店オンデマンド、hontoネットストア、楽天ブックス 

※ 各ストアでの販売は準備が整いしだい開始されます。 

※ 全国の一般書店からもご注文いただけます。 



 

【インプレスR&D】 https://nextpublishing.jp/ 

株式会社インプレスR&D（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：井芹昌信）は、デジタルファーストの次世代型電

子出版プラットフォーム「NextPublishing」を運営する企業です。また自らも、NextPublishingを使った「インターネット白

書」の出版など IT関連メディア事業を展開しています。 

※NextPublishingは、インプレス R&Dが開発した電子出版プラットフォーム（またはメソッド）の名称です。電子書籍と

印刷書籍の同時制作、プリント・オンデマンド（POD）による品切れ解消などの伝統的出版の課題を解決しています。

これにより、伝統的出版では経済的に困難な多品種少部数の出版を可能にし、優秀な個人や組織が持つ多様な知

の流通を目指しています。 

 

【インプレスグループ】 https://www.impressholdings.com/ 

株式会社インプレスホールディングス（本社：東京都千代田区、代表取締役：唐島夏生、証券コード：東証1部9479）

を持株会社とするメディアグループ。「IT」「音楽」「デザイン」「山岳・自然」「旅・鉄道」「学術・理工学」を主要テーマに

専門性の高いメデイア&サービスおよびソリューション事業を展開しています。さらに、コンテンツビジネスのプラット

フォーム開発・運営も手がけています。 
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